
○ 対策が必要となる場面について

歩行者がハイブリッド車等の接近を認知していない場合
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前方から前を良く見ていない
歩行者等が対向してくるケー
ス

話に夢中になっている人たち
の横を通り過ぎるケース

見通しの悪い交差点や、幹線
道路と接する路地で、視覚障
害者が道路を横断しようとす
るケースや、思わぬ飛び出し
が想定されるケース



○接近通報音が不要と想定される低速走行シーン

○接近通報音がためらわれる低速走行シーン

①自動車専用道路（高速道路、有料道路等）での渋滞時

②車がつらなった幹線道路での、のろのろ運行や渋滞時

③人気の無い、見通しの利く道路（上記以外、農道など）

④車道と歩道が分離されている道路直進時の信号停止、発進時

⑤交差点横断歩道手前で、止まろうとして減速しているとき。

⑥料金所、ガソリンスタンド等相手が明らかに気づいている場合

⑦発進意図の無い停止時（ｼﾌﾄ位置が、前進、後退以外）

①深夜、早朝等静かな住宅街

②イベント会場（式典、集会など）のそばで音が迷惑になりそうな場合

③接近通報音に対する苦情(乗員または周囲の人から）を受けた場合

④人気のない立体駐車場等で音が無用に響く環境下


